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本理論では、音素や音声を音韻要素の束として表現する。日本語では、 A (関口)， 1 (口蓋)， u (唇性)， @ 
-865-
(母音性)， R (舌頂)， q (破裂)， h (摩擦)， N (鼻音)， v (無声)， v (有声)という音韻要素が必要となる。
各音素・音声はこれらの音韻要素を組み合わせることで成立し、例えば、日本語の母音は/a/ : (AJ , /i/: (I), 
/u/ : (UJ , /e/: (I , AJ , /0/: (A , UJ , と表現される o 子音も同様に/t/ : (v , R, q J, /k/: (v , 

























































































ま、形態論的には比較的平板な構造を設定することが可能となっている o これによって、本理論では 1 つの統語的・
意味的情報に対し、複数の音韻構造を矛盾なく対応させることができ、日本語の「かきまぜ現象」などを音韻現象の
一種として取り扱うことが可能になった。
音韻のカテゴリー
本理論では、音素や音声を音韻要素の束として表現している o これは内部に音響的・調音的弁別素性を持つプロト
タイプカテゴリーであり、音韻要素単独でも意味を持ちうる単位であるo 音韻要素に含有される弁別素性は、音韻要
素間の族類似性を明示するとともに、調音能力と知覚能力が相関を持つという音声の心理的特性を保証しているo こ
うした性質は、心理実験によってその妥当性が検証できると共に、幼児の音韻獲得における獲得順序や過剰生成など
の現象に対して妥当な記述を与えることが可能となっているo
音韻素性制約
本理論で用いる音韻制約は、表層における音韻の分布・連鎖に関する制約と、表層と基底を対応づける対応制約と
からなるo また、対応制約は各音韻要素ごとに独立した形式で記述され、文脈依存性を持たない。これによって、多
くの音韻制約は有限状態オートマトンによって表現可能となり、また同化現象なと、の'情報共有が必要な制約について
も、最大限プッシュダウン・オートマトンの能力があれば実現可能であり、有限時間内での高速な産出・解析が保証
されている。
経済性
本理論の最も重要な主張は、経済性において促進的な制約(利益をもたらす制約)と抑制的な制約(損失をもたら
す制約)との聞に本質的な違いが存在すると仮定する点にある o この違いは言語運用や言語獲得の際に重要な役割を
果たしており、産出時には最もコストの低い最適候補のみが解として決定されるが、理解・知覚・獲得過程において
は、「損失を持たないJ 候補全てが一時的な解として選択される。こうした経済性に基づく解の決定方法は、より体
系的で効率的な語嚢項目の獲得を可能にすると共に、運用上の処理に関する非対称性を説明できている。
また、この概念の導入によって、言語知識の個人依存性をも扱い得るという点にあるo 新奇語のような、文化圏の
成員全体に共有されていない情報に関しては、こうした個人性が言語現象に反映され、言語現象の微少な揺れを生み
出すことを説明できる o
総評
本論文は理論的な考察を中心lこしているために非常に抽象度の高いものとなっている。そのため、音声という、生
理的な制約が厳しい現象のどれだけ適切なモデルとなっているかの検証は今後の課題であると言えよう。また、共時
的な音韻制約であっても、通時的な音変化がどれだけ有効に説明されるか、ということも検証を期待したい問題であ
る。さらに、対象を日本語に限っているが、理論の枠組は普遍的なものを採用していることから、本音韻論のモデル
がどれだけの普遍性をもっているかも追究すべき課題であろう。
しかしながら、従来手続き的な説明のなされることの多かった音韻現象に、制約に基づく文法理論の立場から統一
的な説明を試み、数多くの具体的な現象に対していちおうの説明を与え得た点、また、コストや黙約値などの新しい
概念、を導入し、制約に基づく文法理論の通常の枠組を独自に拡大した点などは高く評価できるo
以上の諸点から、本論文は当該分野の研究の水準を越えており、博士(言語文化学)の学位請求論文として十分に
価値のあるものと認められる o
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